
【地学】第４部 第２章 第１節 Ⓑ恒星までの距離と明るさ（p337～338）サイエンス総合（物理）04 

【物理】該当なし 

～星までの距離のはかりかた～ 

○恒星の明るさ 

＿＿＿＿…星の明るさを示す指標。等級の数字が小さいほど明るい星。 

     ５等級違うと明るさの比は＿＿＿＿倍異なる（１等級違うごとに明るさは約 2.5倍違う）。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…地球から見たときの明るさの等級 

 

○恒星までの距離と見かけの等級 

本来同じ明るさの恒星（同等の光エネルギーを放出している恒星）でも，距離が違うと見かけの等級が異

なる ▶ 太陽は近くにあるから他の恒星に比べて桁違いに明るい！ 

 

○恒星までの距離の測定 

恒星までの距離は，離れた２点からの視差（恒星までの視線のなす角）

を測定することによって求まる。（右図のＡＢ間の距離と視差の角度

が決まれば，三角形の大きさが確定する） 

▶ 離れた２点の距離をできるだけ大きくとらないと正確な測定がで 

きない。 

▶ 人間が地球上でとれる２点間の最大の距離は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿…太陽－恒星－地球を結んでできる最大の角度 

 

○三角測量 

図の点Ａと点Ｂが基準となる地点，点Ｐが測定対象である 

❶ 辺ＡＢ（基線という）の長さ x をはかる。 

❷ 点Ａから点Ｐを観測し，角 α を求める。 

❸ 点Ｂから点Ｐを観測し，角 β を求める。 

以上３つを測定したら，計算により「ＰＡの長さ」 

「ＰＢの長さ」「基線から点Ｐの距離」が求まる！ 

≪三角測量の原理≫ 

基線と点 Pとの距離 h は，h ＝            → ＰＢ＝ 

基線の長さ x は，x ＝ 

 

よって，ＰＡ＝ 

加法定理 sin(α＋β)＝sinα cosβ＋cosα sinβ より，ＰＡ＝ 

同様に，ＰＢ＝             結果を h の式に代入すると，h ＝ 
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○三角比の表（地 p410，物１p266）の見方 

通常，90°までしか表がありません。 

≪（90°＋θ）の三角比≫ 

sin(90 ﾟ＋θ)＝ 

cos(90 ﾟ＋θ)＝ 

tan(90 ﾟ＋θ)＝ 

上の関係式を使えば，180°までは対応できる。 

 

練習問題 図で，x＝100m， 

α＝46°，β＝39°であった。 

PAの長さ，PBの長さ， 

h の長さを求めよ。 
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チャレンジ問題 図のような海岸線がある。図中の★は灯台，▲は三角点である。西側の三角点１に移動

して測量を行ったところ，灯台は磁北から反時計回りに 25°の方角に見え，東側の三角点２は磁北から

時計回りに 68°の方角に見えた。次に東側の三角点２で測量を行ったところ，灯台は磁北から反時計回

りに 42°の方角に見え，西側の三角点１は磁北から反時計回りに 112°の方角に見えた。灯台と２つの

三角点は同じ標高であり，２つの三角点の直線距離は 1500 m離れていることが分かっている。 

この測量によって明らかになる， 

① 東側の三角点２と灯台との距離 

② 西側の三角点１と灯台との距離 

を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

※ 図はあくまでも参考で，文中の位置関係とは多少異なっています 
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